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連情報 を国別 にまとめたペー ジが ある。
2002年当時、アクセス件数の1位 は中国、
2位がタイ、4位がインドネシア、9位がベ
トナムであった。2007年以降2010年まで1
位の中国、2位のベ トナムの地位がかわらな
いが、2008年以降タイが6位 、5位(2009
年)4位(2010年)とランクを上げている。
一方、インドネシアは、2007年と2008年が
11位、2009年8位、2010年5位をランクを
上げている。
　現在、 口系企業のASEANにおける投資
先の有力候補はベ トナム、タイ、インドネシ
ァとなっている。
　対ベ トナム投資が現在の増勢を維持できる
かに関しては、先に紹介 した4つ の困難を投
資関心企業がどのように評価するかにかかっ
ていると言えよう。
　2011年に入 り、日系企業誘致を念頭にお
いた経済区の開発、工業団地や輸出加工区に
進出する企業に対するインセンティブを再度
導入すべきだという声 もきかれているが、イ
ンセンティブの付与のみならず、4つの困難
を解消する方向性を明確にしていくことが求
められている。
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